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本書で使用しているマークについて説明します。本書では製品を安全にお使いいただくために、大切な記載事項 
には下記のよラなマークを使用しています。これ5の記載事項は必ずお守りくださし、。 


[ A 警告] 
[ A ま意] 


•重要 


参考 


取扱いを誤った場をに、死亡または重傷を負ラ恐れのある警告事項び書かれています。安全 
に使用していただくために、必ずこの警告事項をお守りください。 

取扱いを誤った場含に、傷害を負ラ恐れや物的損害び発生する恐れのあるを意事項び書かれ 
ています。安全に使用していただくために、必ずこのを意事項をお守りください。 

操作上、必ず守っていたださたい重要事項び書かれています。製品の故障•損傷や誤った操 
作を防ぐために、必ずお読みください。 


操作の参考になることや補足説明び書かれています。 



各部の名称とメニュー頃目について 

各部名称と役割、 メニューの 表示方法と各メ ニュー 項目 について 説明しまず。 


各部のち觀について 


■か観 


(5) 



(1 )ADF (自動原稿給紙装 原稿トレイにセットした原稿を、自動的に読み込みます。 

置） 


(2) フイー ダ カバー 

(3) 原稿ガイド 

(4) 用紙サポート 

(已）用紙ガイド 
(巨）給紙 ロカバー 

(7) 才ートシートフイーダ 

(8) カバー ガイド 
(目）原稿トレイ 


(10) 原稿が紙口 

(11) 原稿台カバー 

(12) 力ー ドス□ツト カバー 


原稿の紙づまりを処理するときに開けます。 

原稿の幅に合わせて、このガイドを調整します。 

セットした用紙をまえます。巧紙をセットする前に、丸いくぼみに指をかけて止まる 
まで引さ出して < ださし、。 

用紙をセットしたときに、つまんで動かし、用紙の左端に合わせます。 

オートシートフィーダに用紙をセットするときに開けます。 

さまざまな用紙を簡単にセットできます。一度に複数枚の用紙がセットでを、自動的 
に一枚ずつ給紙されます。 

用紙をセットしたとをに、用紙のち側を合わせます。 

原稿をセットするときに開けます。原稿をセットすると、1枚ずつ自動的に読み込む 
ことができます。原稿は、読み込む面を上向きにして、セットしてください。 

原稿トレイか！5読み込んだ原稿び排紙されます。 

原稿台ガラスに原稿をセットするときに開けます。 

メモ U —力ードをセツトするとさに開けます。 


(13) カメラ接続部 円 ctBrid 呂 e またはキヤノン Bubble Jet Direct に対応のデジタルカメラやデジタル 

ビデオカメラ、カメラ付さ携帯電話などか5直接印刷するとさに使います。デジタル 
カメラの 写真を印刷する方法については、『操作ガイド（本体操作編)』 の 「デジタル 
カメラか5直接印刷してみよラ」を参照してください。 

(14) が紙トレイ コピーや印刷を行う前に排紙トレイオープンポタンを押して開けます。排紙トレイが 

閉じていても、コピーや印刷が開始されたときは自動的に開をまず。 

使用しないとをは閉じておいてください。 



(15) 

原稿台ガラス 

(16) 

スキヤナ□ックスイッチ 

(17) 

操作パネル 

(18) 

扫 f 紙トレイオープン 
ボタン 

(1 日） 

カセット 


原稿をセットします。 

本機を移動させるときなどに原稿読み取り部が動かないように□ックします。電源 
を入れる前に必ず□ックを辭除してください。 

本機の設定や操作をするときに使巧します。 ^ P .7 


排紙トレイを開けるときに押します。 


よく使う用紙をセットして、本機に差し込みます。一度に複数枚の巧紙びセットで 
を、自動的に一枚ずつ給紙されます。 

* シール用紙、名刺ヴイズ巧紙、カードヴイズの用紙はカセットか5は給紙できま 
せん。 
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■ 内部、背面および底面 


(23) 



(20) プ U ントヘッド 
固定レパー 


プ リントへッ ドを固定します。 


(27) 


(21) インクタンクランプ 

(22) プリントヘッドホルダ 

(23) スキヤナユニット 
(プリンタカバー） 

(24) CD - R トレイガイド 
(2 呂）力ードス□ット 

(26) アクセスランプ 

(27) 両面搬送部 

(28) 電源コード接続部 

(29) 背面 カバー 

(30) 巧付け機巧巧続部 

(31) 電話回線接続部 

(32) USB ケーブル接続部 


プリントへッドを取り付けた！5、このレバーを上げないでください。 

赤色に点灯/点減し、インクタンクの状態を知5せます。インクタンクランプの表 
示によるインクタンクの状態は、「インクタンクランプの表示について」 （^ P .6) を 
参照してください。 

プリントへッドを取り付けます。 

原稿を読み取るユニットです。インクタンクを交換するときや紙ゴまりを処理する 
とさは開さます。 

CD - R トレイをセットします。 DVD / CD に印刷するときに手前に倒してください。 

メモ U — カードをセットします。セット方法については、『操作ガイド（本体操作 
編)』の「メモ U —カードをセットする」を参照してください。 

メモ U —カードをセットすると点灯し、読み取り/書き込み中は点滅します。 

紙づまり処理のときに、カセットを取り外して開けます。 

付属の電源コードを接続するためのコネクタです。 

紙づまり処理のときに開けます。 

電話機や留守番電話機、パソコンのモデムを接続します。 

電話回線と接続します。 

USB ケーブルでパソコンと接続ずるためのコネクタです。 

iiTO 


パソコンに本機を接続して印刷または画像を読み込んでいるときや、バソコンが 
ス U —プモードまたはスタンバイモードのときに USB ケーブルを巧き差ししな 
いで < ださい。 
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夕参ち 

♦ プ U ントヘッドとインクタンクの取付方法は、『かんたんスタートガイド（本体設置編)』を参照してください。 

インクタンクランプの表示にごいて 

♦ インクタンクランプの表示により、インクタンクの状態を確認できます。 


点灯 . 印刷可能な状態でず。 

ゆっくり点減（約3秒間隔） ....... インクが少なくなっています。新しいインクタンクをご用意ください。 

^ r 操作ガイド（本体操作編)』の「インク残量を確認ずる」 

はやく点ミ減（約1秒間隔） . インクがなくなっているか、エラーが発生し、印刷できない状態です。 

消灯 . インクタンクが正しく取り付け5れているか確認してください。 

インクタンクを取り付け直してもインクタンクランプが消灯している場合は、エ 
ラーび発生し、印刷でさない状態です。 
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操作パネルの名称*と役割 


(1)(2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) り 0)(11) (12) 



(13) (14) (17) (21) (22) (24) (2 目） (28) (30) (31) 


(1) [電源] 電源を入れる/切るときに押します。電源を入れるときは、原稿台カバーを閉じて 

<ださし、。 

夕参ち 

♦本機は電源を切るとファクスを受信することはできません。 

♦ファクスの送受信中や未送信のファクスびメモリに保存されている場合は電源を 
切ることはできません。 

(2) [コピ ー ] コピーモードに切り曽えます。また、電源を入れるときに点滅します。 

(3) [ファクス] ファクスモードに切り替えます。 

(4) [スキヤン] スキャンモードに切り替えます。パソコンと接続している場合に使います。詳し< 

は、『スキャナガイド』を参照してください。 

(呂）[メモリーカード] メモ U —力ードモードに切り替えます。 

(巨）通信中/メモリランプ 回線使用中にランプが点減します。また、メモ U に原稿があるときはランプが点灯 

します。 

(7) エラーランプ エラーが発生したとき、または用紙やインクがなくなったときなどにオレンジ色に 

点灯または点滅します。 

(8) 液晶モニター メッセージ、メニュー項目、動作状況が表示されます。 

(目）[メニュ ー ] メニューを表示するときに使用しまず。 

(10) [巧紙/設定] 巧紙サイズや巧紙の種類、または画像補正の設定をするときに使用します。 

(11) テンキー 数値やコピー部数などを入力します。また、ファクス/電話番号やで字を入力しま 

す。 

(12) [ストップ/リセット] 操作を取り消すときに使用します。また印刷中にこのボタンを押すと、印刷を中止 

します。 

(13) ワンタッチダイヤル 登録されているファクス/電話番号またはグループにダイヤルします。 

(14) 才ートシートフィーダ オートシートフィーダび選ばれているとをに点灯します。 

ランプ 

(15) カセットランプ カセットび選ばれているとをに点灯します。 

(1 巨）[給紙切替] 給紙箇所を切り替えるときに押します。ボタンを押すたびにオートシートフィーダ 

とカセットが切り替わります。 

(17) [フォトナビシート] フォトナビシートモードに切り替えます。フォトナビシートか6印刷する方法につ 

いては、『操作ガイド（本体操作編)』の「フォトナビシートを使って印刷する」を 
参照してください。 

(18) [拡大/縮小] 拡大コピーや縮ルコピーの設定をします。 

(19) [曰付指定] メモ U —カードに保存されている写真を日付で絞り込みます。日付で絞り込む方法 

については、『操作ガイド（本体操作編)』の「印刷する写真を日付で絞り込む一曰 
付指定」を参照して<ださし、。 



(20) [両面コピ ー ] 両面コピーの設定をします。 

(21) [送信画質] ファクスを送信するときの画質を設定します。 

(22) [房る] 一つ前の画面に戻ります。 

(23) [ OK ] メニュー項目や設定項目を確定します。また印刷遠中でのエラーか5復帰するとき 

や、紙づまりを取り除いたあと、復帰するときに使います。また、 ADF (自動原稿 
給紙装置）にある原稿を排紙します。 

(24) [▲][▼][◄][►] コピー部数やメニュー項目などを選ぶときに使います。液晶モニターに 

◄ / ►と表示されているところは、それぞれのボタンで操作することができます。 
また、文字を入力するとをは、[•^]で入力した文字を消し、 [►] でで字の間にス 
ペースを入力します。 

(2 呂）[トリミング] 表示中の写真を卜 U ミング編集できます。写真を卜 U ミングする方法については、 

『操作ガイド（本体操作編)』の「印刷する範囲を指定するート US ング」を参照し 
てぐださい。 

(2 巨）[卜ーン] 一時的にプッシュ信号に切り曾えます。また、文字を入力するとをにモードを切り 

曾えます。 

(27) [リダイヤル/ポーズ] テンキーを使用して、最後に送信した番号をリダイヤルします。また、ダイヤルす 

るときやデータを登録するときに、番号と番号の間にポーズを入れます。 

(28) [短縮] [短縮]ボタンを押したあと、 2 衍の短縮ダイヤルの番号を f 甲すと、登録されている 

ファクス/電話番号またはグループにダイヤルします。 

(29) [オンフック] 電話回線に接続するときと、切るときに使います。 

(30) [モノク□スタート] 白黒コピー、白黒スキャン、または白黒ファクス送信を開始します。 

(31) [カラースタート] カラーコピー、カラーフオトプリント、カラースキヤン、またはカラーファクス送 

信を開始します。 
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[メニュー]、[用紙/設定]、または[送信画質]を巧すと、ファクスのメニュー項目画面び表示 
されます。 


メニュー項目を使っていろいろな設定や本機のお手入れびでさます。 


夕参ち 


メンテナンス/各設定は、スキャンモードな外（コピーモード、メモリーカードモード、ファクスモード）のいずれの 
モードか5でも設定できます。機能を設定するときに、この一覧表を参考にしてください。 


■ フアクスモード 


[送信画質] 


[メニュー] 


圏眉田图田 


lift モードを設ちで苦ますI 


受信モード設定 


読み取り解炼度 （^ P .40) 
読み®り濃度（今 P .41) 


FAX / TEL 切0替え（今 P . 曰 8) 
自動受信 P . 已 7) 

手動受信 （^ P . 日 7) 
留守番電話接続 （^ P . 己 8) 


• くメンテナンス/各設定> 

くメンテナンス〉* 


メモリ照を 


原稿リスト印刷 （^ P . 已日） 
指定原稿印刷 （^ P 51) 
指定原稿削除 （^ P .51) 


ノブルチェック 
ク U- ニンク 
強カク U- ニンク 


ソドな置調里一白あ 
y ドな置調空一手を 
ソド位置調至旧巧則 


レポー ト/リスト印刷 


〈各設定〉 


通信管理レポート （^ P .36) 
電話番号リスト （^ P .31) 
ユーザデータ U スト P .37) 
原稿リストい P .70) 


その地のをち 
言語遵巧 


巧定 ijt ッ h 
_ 用組設定巧な_ 


電話番号営録 


ワンタッチダイヤル （^ P .20) 
短縮ダイヤル （^ P .23) 
グループダイヤル （^ P .27) 


ファクス設定 




メンテナンス/さ設定{ち記を参照） 


[用紙/設定] 


d を适街 




基本設定 

曰付/時刻設定 （^ P .70) 

曰付表示形式 （^ P .70) 

ユーザ名 / TEL 登録い P .7 日） 
発信元記録位置 （^ P .7 日） 
オフフックアラーム （^ P .70) 
音量調整 （^ P .70) 

回線種別自動い P .70) 

通信管理レポート （^ P .7 日） 


巧紙サイズ（今 P .12) 
巧級の種類（今 P .12) 


『操作ガイド（本体操作編)』の「メニュー項 
目について」を参照してください。 





送信機能設定 （^ P .71) 

ECM 送信（今 P .71) 

ポーズ時間設定 （^ P .71) 

自動 U ダイヤル （^ P .71) 

送信スタートスピード（今 P .71) 
カラー送信処理 （^ P .71) 

送信結果レポート （^ P .71) 
ダイヤル!-ーン檢知 （^ P .71) 
受信機能設定 （^ P .71) 

ECM 受信（今 P .71) 

FAX / TEL 切り替え（今 P .71) 
着信呼び出し （^ P .71) 

自動受信切り曾え （^ P .71) 

U モート受信 （^ P .72) 

受信画像縮小 P .72) 

受信スタートスピード（今 P .72) 
受信結果レポート （^ P .72) 


印刷設定* 
その他の設定# 
言語選巧* 

設定リセット* 
用紙設定 f 姑* 
巧級設定巧出# 


* 『操作ガイド（本体操作編)』の「メニュー項 
目について」を参照してください。 
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用紙/設定画面について 

ここでは、ファクスを受信したり、レポートやリストを印刷する場合に、本機の操作パネルで設 
定ずる用紙/設定画面について説明します。 


用紙/設定画面を変更する 


用紙サイズと用紙の種類を変更することびでさます。 

■用紙/設定画面のを更方法 

ここでは、ファクスモードの用紙サイズを < A 4> に設定する操作を例に、設定変更の手順 
について説明します。設定項目については、 r 各設定項目」 （ P .1 吕）を参照してください。 

1用紙/設定画面を表示させる 

〇 [用紙/設定]を巧します。 

用紙/設定画面び表示されます。 



かレターヴイブ 
S 普通お 



2設定頂目を選ぶ 


〇 [▲] か [▼] で設定項目を選びます。 

例：〈レターサイズ〉に力ーソルを合わせます。 


が。- 

用想ヴイブ 


ィレターヴイブ 

^ ち) M 祗 




3 選択 I 頁目を表示する 

〇 [◄] か [►] で設定項目を選びます。 
例； <A4> に変更します。 

用活ヴイブ 

々 い A 4 _ ►) 

首巧が：_ 



4設定変更を按了する 

〇 [用紙/設定]を巧します。 
元の画面に戻ります。 


各設定頃目 


ファクスモードの用紙/設定画面にはじ(下の項目びあります。 


•重要 


♦ 用紙ヴイズの設定が 〈 A 4〉、 〈レターヴイズ>、またはく U —ガルヴイズ> 政外の場合、および用紙の種類の設定が 
く普通紙〉扮外の場合は、出力されずく用紙を変更してください A 4/ LTR / LGL 普通紙> と表示されまず。設定を変 
要して [0 K ] を押してくださし、。 

♦ カセツトか5用紙を給紙する場合、巧紙サイズは < A 4> またはくレターヴイズ〉のみ設定できます。くリーガルヴ 
イズ〉は設定できません。 


'巧 


用紀ヴイプ 


か 

结. 

イ A 4 4 

普通お - 

— 

,まの.レ 






I 用紙/設定 * 設定終了 1 


〇用紙サイズを設定できます。 

A4 /レターサイズ/リ - W レサイズ 

参考 

〈 IJ - ガルサイズ〉は、オートシートフィーダ占、6用紙を給紙ずる場合のみ設定でをまず。 

〇用紙の種類を設定できます。 

普通紙 
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本機に電話回線を接続ずる 

本機の接続方法の代表的な例をご紹介しまず。間違った接続をするとファクスの送受信ができま 
せんので、正しく接続してください。 

■ 電話回線の接続 

■ -船回線に接続する 



■ ADSL 回線に接続する 



詳しくは、 ADSL モデムに付属している取扱説明書を参照してください。 
この接続方法は代表例です。すべての接続を保証するものではありません。 

■ 旧 DN 回線に接続する 



ISDN 回線を使用ずる場合の接続と設定のしかたについては、夕ーミナルアダプタまたは 
ダイヤルアツプルータに付属している取扱説明書を参照してください。 


ミ曳 i 畜な設定 
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■ か付け機器の接続 

■ パソコンを経由して電話や留寺を電話を接続する 



バソコン 

■ 電話や留守を電話を直接接続する 



[ 電話回線の種類を設定する 


本機には電話回線の種類を自動的に設定する機能びあります。ただし ADSL モデムに接続する場 
合や、本機を設置するときに電源〕ードを接続し、厦励を巧したあとに、電話回線を接続した 
場合は、手動で電話回線の種類を設定してください。 

手動で設定するとをは、〈回線種別自動> を〈指定> に設定し、ダイヤル回線かプッシュ回線を選 
んでください。 ^ P .70 


ファクスの基本的な設定 
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巧信元情報を登録ずる 

ファクスを受信ずると、受信した用紙の一ま上にルさしぶ字で、送信してきた人の名前や会社名、 
ファクス/電話番号、送信した曰付と時刻び印刷されていることがあります。これが発信元情報 
でず。 

本機では、この発信元情報を登録できるので、本機か日送信したファクスを受信した人は、あな 
たの名前や送信日時を知ることができます。 

発信元情報は、次のように印刷されます。 


I 2006 03/01 15:33 FAX 123 4567 サトウヨシオ > ヒ□タレイコ 团001 

送信した曰付と時 
刻 

あなたのファクス 
/電話番号 


ファクス/電話番号の 
前に 「 FAX 」 または 
「 TEL 」 をつけることび 
でさます。^ P .70 


夕をち 

♦ 白黒ファクス送信のとをは、画像領域の内側と外側のどち5に発信元情報をつけるかを設定できまず。 ^ P .7 日 
♦ カラーファクス送信のときは、画像領域の内側に発信元情報び設定されまず。また、送信先の名前は印刷されません。 
♦ 発信元情報は、操作バネルか5入力します。 ^ P .18 
♦ 日付の表示形式には3通りあり、必要に応じて変更できます。 ^ P .7 日 



ファクスの基本的な設定 
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夕参ち 


• MP ドライバをインス!ルしたパソコンに本機を接続して使用ずる場合、バソコンの起動時、本機の電源を入れる 
と走、または USB ケーブルを接続ずるとをに、日付と時刻の設定がバソコンか5本機にコピーされまず。 

バソコンで日付と時刻を正しく設定しておけば、本機での設定を省略することびで走まず。 

• 電源コードを巧いた場合や停電びあった場合、本機で設定した日付と時刻は消えまずび、 MP ドライバをインス!'一 
ルしたバソコンと接続すると、バソコンの設定どおりにセツトされます。 


フアクスメニュー画面を表巧させる 

〇 [ファクス] 一[メニュー]の順に巧します。 

各設定画面を表示させる 


©lywisi 

1 

A 

U 1 

V__ 

ンテナンス/を設定 


L イ J び l>J でく ゾンァでンス / を 設定> 

を選び、 [0 K ] を巧しまず。 

メンテナンス/各設定画面が表示されます。 

お丰入れびでまます 


區 




日付/時刻設定画面を表示させる 


( ファクス設定 


が刷茨ぶ 

その化の設定 
言語逛巧 
設定リたツ h 
田が巧でイ妾を 


( を本設定 


を恒巧おな定： 
受信樣能訪定 


[▲] か [▼] で〈基本設定〉を選び、 [0 K ] 
を巧しまず。 





边!な*•決定 


音* ファクスベニュー 


を設定 


本《のを設定を行います 



[▲] か [▼] で〈ファクス設定〉を選び、 
[0 K ] を巧しまず。 


[◄] か [►] で〈各設定> を還び、 [0 K ] 
を巧しまず。 

各設定画面び表示されまず。 


ファクスの基本的な設定 


I 













フアクスの基本的な設定 
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ファクス/電話番号とち前を入力する（発信元情報) 


























5 フアクス/電話番号を入力する 


W ユー ヴる/ TEL 登錶 


ューヴち «aa 
巧ノリ 

ごーヴ TEL 

03 3758 2111 


0 K ♦決定 


みをち 

数字を入力する方まや消去ずる方法については、「文字や数字を入力する」 （ P .33) を参照してください。 

6登録を按了する 

0 [ OK ] を巧します。 

基本設定画面に戻ります。 

ぶをち 

ユーザデータ U ストを印刷ずると、登録した発信元情報を確認できまず。 ^ P .37 


か 


テンキーで、ファクス/電話番号を入力 
しまず（スペースを含む最大20文字)。 

番号の前にプラス記号 （+) を入力するとさ 
は、！;#]を巧しまず。 


ファクスの一一畜な設定 
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スピードダイヤルを登録ずる 

スピードダイヤルとは、ボタンを数回巧すだけでかんたんにダイヤルできる便利な機能です。 

スピードダイヤルには、次の3つがあります。 

ワンタッチダイヤル ワンタッチダイヤルにファクス/電話番号を登録しておくと、ワン 

タッチダイヤル （01 〜 08) を f 甲し、[カラースタート]または[モ 
ノク□スタート]を f 甲すことで、送信できます。 

短縮 ダイヤル 短縮ダイヤルにファクス/電話番号を登録しておくと、[短縮]を巧 

して、登録した吕巧の短縮ダイヤルのま号を巧し、[カラースター 
卜]または[モノク□スタート]を巧ずことで、送信できます。 

グループダイヤル グループダイヤルに、すでに登録されているワンタッチダイヤルま 

たは短縮ダイヤルをまとめて登録しておくと、ワンタッチダイヤル 
(01 〜 08) を f 甲すか、[短縮]を巧して、登録した吕巧の短縮ダイ 
ヤルのま号を巧し、[カラースタート]または[モノク□スタート] 
を巧ずことで、同じ原稿を複数の送信巧に一度に送信できます。 


ワンタツチダイヤルに登録する 


ワンタッチダイヤルを使うには、あ5かじめ送信先のファクス/電話番号を登録しておく必要び 
あります。 

1 ファクスメニユー画面を表示させる今 P . 1巨 

2ワンタッチダイヤル画面を表示させる 


哥 ファクスパニュー 

图圍国 


ち註をち登録 


ワンタッチ、短縮、 
クルーフタイでルを 
登録でさます 


[◄] か [►] で〈電話ま号登録〉を選 
び、 [0 K ] を巧しまず。 


员宙說ホ吾ち補 
r ワンタッチタイでル 

巧■梅タイ " V ■ル 

ヴループタイでル 


[▲] か [▼] で〈ワンタッチダイヤル〉 
を選び、 [0 K ] を巧しまず。 


ファクスの基本的な設定 
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ワンタッチタイヤルに登録する 


号ワンタッチタイでル 

01 - 

02 - 

03巧ノリ/口がイ 

04 - 

05 - 

06 - 


[▲] か [▼] でまだ使つていないワン 
タッチダイヤルの番号 （01 〜 08) を 
選び、 [OK] を巧しまず。 

み管ち 

ワンタッチダイヤル（日！〜日 8) を押して 
選ぶこともできます。 


テンキーで、登録したいファクス/電話 
番号を入力しまず（スペースを含む最大 
60文字)。 

夕参ち 

♦数字を入力する方まや消去する方法につ 
いては、「文字や数字を入力ずる」 （P.33) 
を参照してください。 

♦ポーズを入力するとをは [U ダイヤル / 
ポーズ]を押します。 

♦ I-ーンを入力するときは[并]を押します。 


登録を終了する 

0にのを押します。 

参ち 

♦ 続けてその他の番号や名前をワンタッチダイヤルに登録するには、手順3总降を繰り返します。 
♦ワンタッチダイヤル（日！〜日 8) に宛名ラベルを貞ちっておくと、ダイヤルするときに便利です。 
♦ワンタッチダイヤル電話番号 U ストを印刷して、登録した送信先を確認できます。 ^P.31 


哥ワンタッチタイでル 
ワンタッチ02 
をお 

巧ノリ/じがイヒロ巧 
TEL 

082 248 9000 


テンキーで、送信巧の名前を入力し、 
[日のを巧しまず（スペースを含む最大 
1色文字)。 

夕をち 

で:字を入力する方法や消去ずる方法につし、 
ては、「文字や数字を入力する」 （P .33) を 
参照してくださし、。 


貫ワンタッチタイでル 
ワンタッチ02 
をお 

巧ノリ/じがイヒの？ 


ファクスの基本的な設定 
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■ ワンタッチダイヤルに登録した情報をを更、削除する 

ワンタッチダイヤルに登録した情報をを更するとま： 

〇「ワンタッチダイヤルに登録する」 （ P .20) の手順1、2を操作します。 

0 [▲] か [▼] で、変更するワンタッチダイヤルの番号 （01 〜 08) を選び、 [ OK ] 
を巧します。 

音 ワンタッチタイでル 

01- r 

02 巧の 0 州''イ山巧 
の W ' J のがイ 
04 - 

06 - I 


0 [▲] か [▼] で〈編集> を選び、 [ OK ] を巧します。 

II ワンタツ子03 
巧ノリの n'M 

03 3455 9000 


〇テンキーで、送信先の名前を入力し、 [ OK ] を押します（スぺースを含む最大1巨夕字)。 


哥ワンタッチタイでル 
ワンタッチの 
名!お 

巧ノリ似がイ mn 
TEL 

03 3455 9000 


* 入カモード切替 


0テンキーで、登録したいファクス/電話番号を入力し、 [ OK ] を押します（スぺース 
を含む最大巨0文字)。 


ワンタッチダイヤルに登録した情報を削除するとま： 

〇「ワンタッチダイヤルに登録する」 ( P .20) の手順1、2を操作します。 

0 [▲] か [▼] で、削除するワンタッチダイヤルの番号 （01 〜 08) を選び、 [ OK ] 
を巧します。 

音ワンタッチタイでル 

01 - - 「 

02巧ノリ/じが'イヒロ巧 
03巧ノリ/口が'イ 

04 - 

05 I 

06 - I 


ファクスの基本的な設定 














0 [▲] か [▼] で、〈削除> を選び、 [OK] を押します C 


田ワンタッチ03 
巧ノリ拟 f 广イ 

03 3455 9000 


〇 [▲] か [▼] で、〈はい〉を選び、 [OK] を押します C 


IT 削除しますむ？ 
ワンタジ子03 
;v ノツの," 

03 34日日9000 


短縮ダイヤルに登録する 


短縮ダイヤルを使ラには、あ5かじめ送信先のファクス/電話番号を登録しておく必要びありま 
す。 

I フアクスメニユー画面を表示させる今 P . 1巨 
1 短縮ダイヤル画面を表示させる 


を ファクス y ニュー 

图園国！！] !■ 


を註を号登録 


ワンタッチ、短縮、 
クルーフさイでルを 
登録でさます 


[◄] か [►] で〈電話ま号登録〉を選び、 
[OK] を巧しまず。 


覃を話をち登録 
口 V 々、リキ々 'イでん 
f 垣捕 タイでル ) —— 
ソル—ソ: y づ で ル 


[▲] か [▼] で〈短縮ダイヤル〉を選び、 
[OK] を巧しまず。 


フアクスの基本的な設定 







短縮ダイヤルに登録する 


ち!想,宿タイでル 

X02 

00 - 

0 ,- 

02 - 

03 W'J 似がイ川 


テンキー、または[▲]、[▼]、[◄]、[►] 
で、まだ使っていない短縮ダイヤルのま 
号(00~ 99) を選び、 [OK] を巧しまず。 


を前 

巧ノリのが'イ巧ウト 


テンキーで、送信巧の名前を入力し、 
にのを巧しまず（スぺースを含む最大 
1色で字)。 

夕をち 

文字を入力ずる方法や消'去する方法について 
は、「夕字や数字を入力ずる」 （P.33) を参照 
してくださし、 


哥庙捕タイでル 
想.補*02 

をお •の 

W ' J 似が'イ巧か 
TEL 

075 2419000 


テンキーで、登録したいファクス/電話 
番号を入力しまず（スペースを含む最大 
60文字)。 

夕参ち 

♦数字を入力ずる方法や消去ずる方法につい 
ては、「文字や敎字を入力ずる」 （P .33) を 
参貝負してください。 

♦ポーズを入力すると走は [IJ ダイヤル/ポー 
ズ]を巧します。 

• I -―ンを入力するとさは [*] を巧します。 


登録を按了する 


〇 [OK] を巧します。 


ぶ参ち 


• 続けてその他の番号や名前を短縮ダイヤルに登録するには、手順 31；( 時を繰り返しまず。 
• 短縮ダイヤル電話番号 U ストを印刷して、登録した送信先を確認できまず。 ^P.31 


哥活捕タイでル 


フアクス 
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■短縮ダイヤルに登録した情報を巧更、削除する 

短縮ダイヤルに登録した眉强をを更するとま： 

〇 r 短縮ダイヤルに登録する」 ( P .23) の手順1、2を操作します。 

0テンキー、または[▲]、[▼]、[◄]、[►]で、変更する短縮ダイヤルの番号を選び、 
[□ K ] を巧します。 

奇短捕タイでル 
X03 


02巧ノリ似がイ巧ウト 
03 M ノリ似が'イか 
04 - 


0 K ♦編集/削除 


0 [▲] か [▼] で〈編集> を選び、 [ OK ] を巧します。 


n 短箱*03 
巧ノリの n ' M け 

098 867 9000 


〇テンキーで、送信先の名前を入力し、 [ OK ] を押します（スぺースを含む最大1巨夕字)。 


司を箱タイでル 
想捕が3 
をお 

巧ノリ/じがイ t りか 
TEL 

098 867 9000 


包_^*入カモード切替 


0テンキーで、登録したいファクス/電話番号を入力し、 [ OK ] を押します（スぺース 
を含む最大巨0文字)。 


ファクスの基本的な設定 
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短縮ダイヤルに登録した情强を削除するとま： 

〇 r 短縮ダイヤルに登録する」 ( P .23) の手順1、吕を操作します。 

0テンキー、または[▲]、[▼]、[◄]、[►]で、削除する短縮ダイヤルの番号を選び、 
[□ K ] を巧します。 

奇想捕タイでル 
X03 

01 - 

4 02 巧の 似がイ巧ウト 
03 W'J 似がイか 
04 - 


0 K ♦編集/削除 


0 [▲] か [▼] で、〈削除> を選び、 [ OK ] を押します。 

n 煩箱が3 
巧ノリ/巧 / r イが 

098 867 9000 


滿集 



〇 [▲] か [▼] で、〈はい〉を選び、 [ OK ] を巧します。 

〇削除します灯？ 

巧捕*03 
W ' J の件'イナ'1 

098 867 9000 



いいス 



ファクスの基本的な設定 
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グループタイヤルを使ラには、あ5かじめ送信先のファクス/電話番号を登録しておく必要びあ 
ります。 


夕をち 


グループダイヤルに登録できるのは、ずでにワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに登録されているファクス/電話 
番号だけです。今 P .2 日、今 P .23 


フアクスメニュー画面を表示させる今 P.1 6 


グループダイヤル画面を表示をせる 


哥 ファクスベニュー 

圏圍国 [1^ 


を註を号登録 


ワンタッチ、短縮、 
クルーフタイでルを 
登録でさます 


[◄] か [►] で〈電話番号登録〉を選び、 
[0 K ] を巧しまず。 


貴を話番号登録 
ワンタツチタ I つ Y ル 
巧滿々イで JI.I 
f クループタイでル） 


[▲] か [▼] で〈グループダイヤル〉を 
選び、 [0 K ] を巧しまず。 


クルーフタイでルは 
ワンタツチ/煩縮さ’イでル 
のホ登録番号に登绿します 
[通縮][ワンタツチ]で 
甚登録タイでルの一琶に 
切り替えることびでまます 


[0 K ] を巧しまず。 

ぶをち 

グループダイヤルは、ワンタッチ/短縮ダイヤ 
ルの未登録番号に登録でさます。 


ファクスの基本的な設定 
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グループダイヤルを登録するを号を選ぶ 


ワンタッチダイヤルに登録するとま 


量)クルーフジ'イでル 

01 - 

02ワンタッチタイでル 
03ワンタッチジイでル 

04 - 

05 - 

06 - 


[▲] か [▼] で、まだ使つていないワン 
タッチダイヤル （01 〜 08) を選び、 
[ OK ] を巧しまず。 


短縮ダイヤルに登録するとを 

哥クルーブタイでル 

X00 


00 - 

01 - 

02活辅タイでル 
の短辅タイでル 


0 K ♦新規入力 


グループのち前を入力する 


[短縮]を巧して、テンキー、または[▲]、 
[▼]、[◄]、[►]でまだ使っていない短 
縮ダイヤルのを号 （00 ~ 99) を選び、 
[ OK ] を巧しまず。 


音クルーフジィでル 
ワンタッチ01 合計 
を前 

W ' J ク''ル-つ ‘A 
ペンパ 


* * 入カモード切替 


テンキーで、グループの 名前を入力し 
(スぺースを含む最大16文字)、 [ OK ] 
を巧しまず。 

夕参ち 

♦で:字を入力する方法や消去する方法につ 
いては、 r で:字や数字を入力する」 （ P .33) 
を参照してください。 

♦ここで入力した名前は、グループダイヤ 
ル電話番号 U ストに印刷されます。 


グループダイヤルに登録するワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルを入 
力する 


哥ヴルーフタイでル 
ワンタッチ01 合計0 
を前 

巧ノリク''ル -〕 ‘A 
か代 
001 


ワンタツチ/短痛♦追加 


ファクスの基本的な設定 
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ワンタツチダイヤルに登録されている巧号を入力するとを： 

0グループダイヤルに登録するワンタッチダイヤル （01 〜 08) を巧します。 

〇 手順巨に進みます。 

短縮ダイヤルに登録されているを号を入力するとま： 

〇 [短縮]を巧して、テンキー、または[▲]、[▼]、[◄]、[►]でグループダイヤル 
に登録する短縮ダイヤルの番号を選び、 [0 K ] を巧します。 

〇 手順己に進みます。 

ぶをち 

♦ 同じグループダイヤルに、続けてその他のワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルを登録するには、手順 
〇を繰り返します。 

♦ グループダイヤルに登録できるのは、すでにワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに登録されているファ 
クス/電話番号だけです（テンキーでファクス/電話番号を入力することはできません)。 

♦手順已で [▲] か [▼] を押して、入力した番号を確認できます。 

一度入力した巧号を削除するとま： 

か [▼] で、削除するワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルを選択します。 
〇 [◄] を巧し続けます。 

登録を按了する 

Q [ OK ] を巧しまず。 

夕をち 

• 続けてその他のグループダイヤルを登録ずるには、手順3な降を繰り返します。 

♦グループダイヤル電話番号 IJ ストを印刷して、登録した送信巧を確認で走まず。 4 P .31 


ファクスの li 畜な設定 
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■ グループダイヤルに登録した情報を密更、削除する 

グループダイヤルに登録した属强をを更するとき： 

〇「グループダイヤルに登録する」 (P.27) の手順1、2を操作します。 

0「グループダイヤルに登録する」 （P.27) の手順3を参考に、変更するグループダイ 
ヤルの番号を選び、 [OK] を巧します。 

哥クルーフジイでル 

01 ;V ノリク、'ル-] ‘A 「 

02ワンタッチタイでル 
03ワンタッチタイでル 

04 - 

05 I 

06 - I 


〇 [▲] か [▼] で〈編集> を選び、 [OK] を押します。 


p ワンタジ子01 
初ク、、ル - TA 
ヴルーフタイでル 


〇「グループダイヤルに登録する」 （P.27) の手順4じ(降にしたびって、グループダイ 
ヤルに登録した情報を変更します。 

グループダイヤルに登録した情報を削除するとを： 

〇「グループダイヤルに登録する」 (P.27) の手順1、2を操作します。 

0「グループダイヤルに登録する」 （P. 吕 7) の手順3を参考に、削除するグループダイ 
ヤルの番号を選び、 [OK] を巧します。 

哥クルーフジイでル 

01けノリゲル-了 A 「' 

02ワンタッチタ'イでル 
03ワンタッチタイでル 

04 - 

05 I 

06 - I 


© [▲] か [▼] で、〈削除> を選び、 [OK] を押します C 


U ワンタジ子01 
初ク、、ル - TA 
クルーフジイでル 


ファクスの基本的な設定 
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< ワンタッチダイヤル>、<短縮ダイヤル> を選んだとま： 


0 [▲] か [▼] で、ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに登録した名前の已〇音 
順で印刷するかどラかを選びます。 


"! 蘭體すが 


/ 

口ぃ^ 

_ 

いいえ_ 


はい：名前の已〇音順（アルファべット順）で印刷します。 

いいえ：ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルの番号順で印刷します。 


<グループダイヤル> を選んだとま： 

0 [▲] か [▼] で、〈はい> を選び、 [ OK ] を巧します。 


n レポー トを印刷して 
いいですむ、？ 



はい 
I 、いえ 



はい：電話番号リストび印刷されます。 
いいえ：電話番号 IJ スト画面に戻ります。 


[*] を巧して、カナモード（：ア)、英字モード（： A )、 または数字モー 
ド（： 1) に切り替える 

〈ユーヴ名> または〈名前> のち横に、選択されたモードび表示されます。 

例：カナモード 

貫ワンタッチタイでル 
ワンタッチ04 

をぉ •IB 

TEL 


* ♦入カモード切替 


テンキーで、文字を入力する 

入力する文字び表示されるまで繰り返し巧します。 

巧に入力したい文字び同じボタンに割 D 当て5れているとを： 

〇 [►] を巧してか5、同じボタンをちう一度巧します。 

スぺースを入力するとま： 

〇 [►] を吕回押します（数字モード時は1回）。 

文字を消去するとを： 

〇 [◄] を巧しまず。 


ファクスの基本的な設定 
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入力した文字をすべて消去するとま: 

〇 [◄] を巧し続けます。 


ボタン 

カナモード{: ア） 

結モード （： A ) 


[1] 

アイウエオ アィゥエォ 


1 

[2] 

カキクケコ 

A 巨 C a b C 

2 

[3] 

ヴシスセソ 

D E F d ef 

3 

[4] 

タチツテトツ 

G H 1 呂 h i 

4 

[引 

ナニヌネノ 

J K L j k 1 

百 

[目] 

八ヒフへホ 

M N 0 m n 0 

6 

[7] 

7 云ムメモ 

P Q R S p q rs 

7 

旧] 

ヤユ 3 ャュョ 

T U V t u V 

8 

[9] 

ラ U ルレ □ 

W XY Z wxyz 

9 

[日] 

ワヲン 


0 

[#] 

。。。「」、 •- 

-.*#!"，；： へ' _ 二/ r ?$@ o / o & + ()[]U く > 

[弁] 

カナモード（：ア） —— ► 

t _ 

英字モード（： A) — 

卡 数字モード （ ：1 ) 

_1 


1_ 


ファクスの基本的な設定 


34 




印刷でをるレポートと U スト 


本機では、む下の種類のレポートやリストを印刷することができます。詳しくは、該当するぺ一 
ジを参照してください。 


レポートちまたはリストち 

説明 

参照 

通信管理レポート 

送受信したファクスの履歴です。20通信ごとに自動的に印刷 
するかどラかを設定でをます。また、手動で印刷することもで 
さます。 

P .36 

ワンタッチダイヤル電話番号リスト 

ワンタッチダイヤルに登録されている番号と名前の U ストです。 

P .31 

短縮ダイヤル電話番号リスト 

短縮ダイヤルに登録されている番号と名前の U ストです。 

P .31 

グループダイヤル電話番号リスト 

グループダイヤルに登録されている番号と名前の U ストです。 

P .31 

ユーザデータリスト 

現在の設定と発信元情報の U ストです。 

P .37 

原稿リスト 

現在メモ U に保存されている原稿の U ストです。 

P . 已日 

送信結果レポート 

ファクスの送信後に印刷されます。 

このレポートを印刷するかどラか設定でさます。 

また、エラーが発生したときだけ印刷するよラに設定すること 
もできます。送信結果レポートの下に原稿の最初のページを印 
刷して、送信したファクスの内容びねかるよラに設定すること 
ちでをます。 

P .38 

受信結果レポート 

ファクスの受信後に印刷されます。 

このレポートを印刷するかどラか設定でさます。 

また、エラーび発生したときだけ印刷するよラに設定すること 
ちでをます。 

P .38 

マルチ通信結果レポート 

同報送信御こ EP 刷されます。 

P .45 


ミ曳 i 畜な設定 
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本機の初期設定では、通信管理レポートは吕0回通信するごとに自動的に印刷されるよラになつ 
ています。このレポートは、印刷されないように設定したり、手動で印刷することをできます。 

夕をち 

設定については、 r 通信管理レポート」 ( P .70) を参,照してください。 

■通信管理レポートを手動で印刷する 

I ファクスメニュー画面を表示させる今 P .1 巨 


レポート/リスト印刷画面を表示させる 


奇 ファクス;ニユー 

圏園 

レポー ト/リスト印刷 


I 驟離摇 きます 


[◄] か [►] で〈レポート/リスト印刷〉 
を選び、 [0 K ] を巧しまず。 


通信管巧レポートを印刷する 


ほ眉菅巧レポート ) — 
巧話巧ちリスト 
ユーヴデータリスト 
原稿 U ス 1- 


[▲] か [▼] で、〈通信管理レポート〉を 
選び、 [0 K ] を巧しまず。 


n レポー トを印刷して 
いいですむ、？ 


[▲] か [▼] で、〈はい〉を還び、 [0 K ] 
を巧しまず。 

通信管理レポートび印刷されまず。 


ファクスの基本的な設定 
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ューザデータリストには、現在の設定と発信元情報び印刷されます。 

■ ユーザデータ U ス トを印刷す る 


ファクスメニュー画面を表示させる今 P . 1巨 


レポート/リスト印刷画面を表示させる 


を ファクスジ I ニユ- 





ファクスの基本的な 
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送信結果レポート 


原稿を送信したあとに、送信結果レポートを印刷することびでをます。送信結果レポートは、送 
信するたびに、またはエラーび発生したときだけ印刷されるように設定できます。また、このレ 
ポートび印刷されないように設定することをできます。 

参ち 

♦ 設定については、 r 送信結果レポート」 （ P .71) を参照してください。 

♦ 初期設定はくエラー時のみ印刷> です。 


受信結果レポート 


原稿を受信したあとに、受信結果レポートを印刷することびでをます。受信結果レポートは、受 
信するたびに、またはエラーび発生したとをだけ印刷されるように設定でをます。また、このレ 
ポートび印刷されないように設定することをできます。 

ぶをち 

♦ 設定については、 r 受信結果レポート」 （ P .72) を参照してください。 

♦ 初期設定はく印刷しない> です。 


ファクス①肇的な設定 
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ファクス送信の流れ 


ここでは、本機か5ファクスを送信ずるまでの主な操作の流れについて説明しまず。 


イ 


カラー送信は送信巧がカラーに巧応しているとをのみ有効にな0まず。 


を信したい原稿や写真を原稿台ガラスまたは ADF (自動原稿給紙装置）にセットする 
^『操作ガイド（本な操作編)』の r コピー、ファクス、スキヤンする原稿をセットする J 


Step 2 1 


画質や明るをを設定する^ P .40 


Step 3 1 


テンキーまたはスピードダイヤル （ P .20) をほつてダイヤルする 


' 夕わ p 4 I 

原稿 台ガラス 

[カラースタート]または[モノク〇 
スタート]を f 甲す 


, Step 4 、 

ADF (自動 原稿 I 裕紙装置） 

[カラースタート]または[モノク〇 
スタート]を巧すと、ファクスが自動 
的に送信される 


かが5 1 


原稿が2枚に Lb ある場合は、次の原稿 
をセツトしてか!5、[カフースタート] 
または[モノク□スタート]を巧ず 


,かが 6 I 

ずべての原稿を読み込んだあと 
[0 K ] を巧すと、ファクスが送信さ 
れる 
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フアクスを送信ずる刖に 

原稿に合わせて、画質や濃度を設定でさまず。 


V 画質（解像度）を変更する 


送信する原稿の画質を調整でさます。解像度を高くすると、よりされいに原稿を送信でをますび、 
送信時間び長くなります。送信する原稿の種類に合わせて、画質を調整してください。 

1 [ファクス]一[送信画質]の順に巧す 

1 [▲] か [▼] で読み取0解像度を選ぶ 


を送信函質 

i 売みおり昭馈度 


ィ橘華 


► 

巧く 


患く 


0 K ♦決定 


3 [ 4 ] か [►] で画質を選ぶ 

標準： 通常の夕字だけの原稿に適しています。 

ファイン：高解像度の原稿に適しています。 

写真： 写真の入った原稿に適しています。 

夕をち 

カラーファクス送信の場合、くファイン> を選んでも〈写真> を選んだ場合と同じ動作になります。 

4 [ QK ] を巧す 


フアクスを送信しよう 
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續度（明るさ）を変更する 


濃度（明るさ）とは、原稿を読み込むとさの濃さを意味します。濃度を濃くすると暗い部分はよ 
り黒く、明るい部分はより白くなります。また、濃度を薄くするほど暗い部分と明るい部分の差 
びなくなります。濃度は3段階に切り曾えることびでさます。 

1 [ファクス]一[送信画質]の順に巧す 

I [▲] か [▼] で読み取り濃度を選ぶ 

ち送信画質 

i 売みおり祗度 

巧華 

ィ巧く 應〇 


0 K *み定 


3 [ィ]か [►] で濃度を選ぶ 

[◄] を巧すと薄くなります。 [►] を巧すと濃くなります。 

4 [ QK ] を巧す 


フアクスを議しよう 
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ファクスを送信ずる 

ファクスを送信ずるには、次の4つの方法があります。 

• 本機か5送信する（メモリ送信） 

• 手動送信する 

• 複数の相手に一度に送信する（同報送信） 

参パソコンか5送信する 


本機か6送信する（メモリ送信) 


1フアクス送信の準備をする 

0 [電源]を巧して電源を入れます。 

0原稿台ガラスまたは ADF (自動原稿給紙装置）に原稿をセットします。 


•重要 


両面原稿を送信する場合、原稿は原稿台ガラスにセットしてください 。 ADF (自動原稿給紙装置）か！5両 
面原稿を読み込むことはでさません。 

(g? 参考 

送信できる原稿の種類や条件、セットのしかたについては、『操作ガイド（本体操作編)』の「コピー、ファ 
クス、スキャンする原稿をセットする」を参照してください。 

0 [ファクス]を押します。 

©必要に応じて、設定を調整します。 ^P.4 日 

2送信巧のファクス番号をテンキー、またはスピードダイヤルでダイヤルす 
る 

夕をち 

スピードダイヤルの使い方は、「スピードダイヤルを使ラ」 （ P .47) を参照して<ださい。 


フアクスを送信しよう 
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カラーファクスをする場合は[カラースタート]を}甲し、白黒ファクスを 
する場合は[モノク□スタート]を巧す 
原稿台ガラスにセツトしたとま： 

0次のメッセージび表示されたあと、原稿台ガラスに次の原稿をセツトします。 


1枚の原稿で読み込みを終了する場合は、手順に進みます。 

0 [カラースタート]または[モノク□スタート]を巧します。 

0 手順〇 0 を繰り返し、すべての原稿を読み込みます。 

Q [ OK ] を押します。 

ADF (自動原稿給紙装置）にセットしたとを； 

原稿の読み込みび終了したあと、自動的に送信が始まります。 

も 

カラー送信は送信巧がカラーに巧応しているとさのみ有効になります。 

夕參ち 

♦送信を中止するときは、[ストップ/リセット]を押します。送信中のときは[ストップ/リセット]を押 
し、液晶モニターの表をにしたがってください。 

♦ 原稿の読み取り中に[ストップ/リセット]を押して原稿が ADF (自動原稿給紙装置）に残った場合は、液 
晶モニターにく ADF に原稿が残っています> のメッセージが表をされまず。 [0 K ] を押すと、 ADF (自動 
原稿給紙装置）に残った原稿が自動的に排紙されます。 


フアクスを送信しよラ 
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手動送信する 


ファクスを送信する前に、相手と会話をしたいとさや、相手び自動的にファクスに切り曽わ5な 
いファクスを使っているとをは、手動送信を使います。 

• 手動を信では、原稿台ガラスは使用でをません。 

• ファクスを送信する前に、巧手と会話をしたいとさは、本機に電話機を接続する必要びありまず。 

1ファクスを送信する前に巧手とを話をしたいとをは、本機に電話機を接続 
する 

夕参ち 

電話機を接続ずる方法については、 r かんたんスタートガイド（本体設置編)』を参照してください。 

I ファクス送信の準備をする今 P .42 
0 [オンフック]を巧すか、受話器を取る 

^ 送信巧のファクス番号をテンキー、またはスピードダイヤルでダイヤルす 
る 

参ち 

♦スピードダイヤルの使い方は、「スピードダイヤルを使ラ」 （ P .47) を参照してください。 

♦ オン フックを押した場合は、本機でダイヤルしてください。 

♦ 本機に接続した電話機か5送信する場合は、電話機でダイヤルしてください。 

5 電話機をほって巧手とを話をする 

d ? 参ち 

相手の声ではなく、ピーといラ音が聞こえた6、手順7に進みまず。 

6巧手に、原稿を受信する操作をしてを6う 

/ ピーという音び聞こえた6、カラーファクスをする場合は[カラースター 

卜]を巧し、白黒ファクスをする場合は[モノク□スタート]を巧して、 
受話器を置く 

カラー送信は送信巧がカラーに巧応しているとさのみ有効になりまず。 


フアクスを謹しよう 


44 


夕参ち 

手動送信を中止するときは、[ストップ/リセット]を押します。 


複数の巧手に一度に送信する（同報送信) 


同じ原稿を複数の相手（最大10曰件）に一度に送信でをます。同報送信するには、次の3つの 
方法びあります。 

• ワンタッチダイヤル； 8件まで 
• 短縮ダイヤル：100件まで 

• 通常のダイヤル（テンキーを使ラ）または IJ ダイヤル；1件 

送信先は、どのような順で入力してもかまいませんび、テンキーで入力したあとは、必ず [ OK ] 
を巧してください。 

ぶ参ち 

複数の送信巧に同じ原稿を頻繁に送るよラなときは、送信巧を1つのグループとして登録しておくと便利です。このグ 
ループダイヤルを使5と、かんたんなキー操作で、グループ内のずべての送信先に一度に原稿を送ることびでさまず。 
^ P .27 

1 フアクス送信の準備をする今 P .42 

I 同き目送信するすべての送信巧のファクスを号を1件ずつダイヤルする 

ワンタッチダイヤルのとま： 

〇ダイヤルしたい番号を割り当てたワンタッチダイヤル （01 〜 08) を巧します。 

短縮ダイヤルのとま： 

〇 [短縮]を巧して、テンキー、または[▲]、[▼]、[◄]、[►]で、ダイヤルしたい 
番号を割り当てた2巧の短縮ダイヤルの番号を選び、 [ OK ] を巧します。 

通常のダイヤルのとま： 

〇テンキーでファクス番号を入力して、 [0 K ] を巧します。 

d ? 参ち 

手順吕の操作で [▲] または [▼] を巧して、入力した番号を確認でをまず。 


フアクスを送信しよう 
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カラーファクスをする場合は[カラースタート]を}甲し、白黒ファクスを 
する場合は[モノク□スタート]を巧す 
原稿台ガラスにセツトしたとま： 

〇次のメッセージび表示されたあと、原稿台ガラスに次の原稿をセツトします。 


1枚の原稿で読み込みを終了する場合は、手順〇に進みます。 

©[カラースタート]または[モノク□スタート]を巧します。 

0 手順〇 0 を繰り返し、すべての原稿を読み込みます。 

〇 [日のを押します。 

ADF (自動原稿給紙装置）にセットしたとを： 

原稿の読み込みび終了したあと、自動的に送信が始まります。 

で 

カラー送信は送信巧がカラーに巧応しているとさのみ有効になります。 

参考 

♦送信を中止するときは、[ストップ/リセット]を押します。送信中のときは[ストップ/リセット]を押 
し、液晶モニターの表をにしたがってください。 

♦ 1件だけを中止することはできません。手順2の操作でダイヤルしたすべての送信先への送信が中止されま 
す。 


瞧国 id 


本機をパソコンに接続してお使いになる場合、印刷機能のあるアプ IJ ケーシヨンソフトか 
5、ファクスドライバを使ってファクスを送信することびできます。詳しくは、『ファクス 
ドライバガイド』を参照してください。 


：パソコンか6送信する 


フアクスを送信しよう 
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スピードダイヤルを使ラ 

スピードダイヤルにファクス/電話番号を登録しているとかんたんにダイヤルすることができま 
す。 

スピードダイヤルを使って、ファクスを送信するときは、ダイヤルしたあとに[カラースタート] 
または[モノク□スタート]を押します。 

スピードダイヤルには、次の3つがあります。 

参ワンタッチダイヤル 
参短縮ダイヤル 
参 グループ ダイヤル 

夕をち 

♦ スピードダイヤルに何も登録されていないとエラー音が鳴ります。 

♦ スピードダイヤルの登録のしかたについては、「スピードダイヤルを登録する」 （ P .2 日）を参照してください。 

♦ 送信のしかたについては、「ファクスを送信する」 （ P .42) を参照してください。 


ワンタッチダイヤルを使ってダイヤルする 


ワンタッチダイヤル （01 〜 08) にファクス番号を登録しておくと、ボタン1つでかんたんに 
ダイヤルでをます。 

1ダイヤルしたい番号を割り当てたワンタッチダイヤル (01 〜 08) を巧す 

覃ファクス 
巧ノリ/口が'イ扣巧 

S= 082 248 9000 


ファクス送信 


フアクスを送信しよう 
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短縮ダイヤルを使ってダイヤルする 


短縮ダイヤルにファクス番号を登録しておくと、[短縮]を巧して、2巧の短縮ダイヤルの番号を 
巧すだけでダイヤルでをます。 

1[短縮]を巧す 

I テンキー、または[▲]、[▼]、[◄]、[►]で、ダイヤルしたい番号を割り 
当てた2巧の番号 （00 〜 99) を入力する 


章!巧捕タイでル 


X 02 



00 - 1 


A 


► 


02 W ノリ似が'ィ巧か1 


03 M ノリ似がイか 1 


OK * み定 1 


3 [ QK ] を巧す 


グループダイヤルを使ってダイヤルする 


グループダイヤルに複数のファクス番号を登録しておくと、ワンタッチダイヤルか短縮ダイヤル 
を使って、一度に複数の相手に原稿を送信でをます。 

ワンタッチダイヤルに登録したとま： 

〇ダイヤルしたいグループダイヤルに割り当て5れているワンタッチダイヤル （01 〜 
08) を巧します。 ^ P .47 

短縮ダイヤルに登録したとを： 

0 [短縮]を巧して、テンキーで、ダイヤルしたいグループダイヤルに割り当て5れて 
いる2巧の番号を入力し、 [ OK ] を巧します。 ^ P .48 


フアクスを送信しよう 
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u ダイヤルずる 


u ダイヤルには、手動リダイヤルと自動リダイヤルの吕つがあります。 


手動 IJ ダイヤル 


テンキーを使用して、最後に送信したファクス番号に IJ ダイヤルするには、 [ U ダイヤル/ポー 
ズ]を巧します。 

ぶをち 

• 送信のしかたについては、「ファクスを送信ずる」 （ P .42) を参照してください。 

♦手動 IJ ダイヤルを中止するときは、[ストップ/リセット]を巧しまず。 


自動リダイヤル 


メモ U 送信で、送信先び話し中などでファクスを送信でをなかったときは、間隔をあけて自動的 
に IJ ダイヤルします。 

参考 

♦ 自動 U ダイヤルの設定は、必要に応じて変更でさまず。 

♦ 自動 U ダイヤルを中止するとをは、 U ダイヤルが開始された！5、[ストップ/リセット]を押し、液晶モニターの表 
示にしたがってくださし、。 

♦ メモ U か5原稿を消去することもでをます。詳しくは、「メモ U に保存されているファクスを印刷、削除する」 （ P . 已 1) 
を参照してください。 

自動リダイヤルの設定を巧更ずる 

次の設定を変更でさます。 

♦ 自動リダイヤル設定のオン/オフ 
♦ リダイヤルの回数 （1 〜1日回） 

♦ リダイヤルの間隔 （1 〜99分） 

夕参ち 

設定については、「自動 U ダイヤル」 （ P .71) を参照してください。 


フアクスを議しよう 
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ゾモリに巧ををれているファクス 

苗^^ 

電源コードを抜くと、メモリに保存されているファクスはすべて削除されます。電源コードを抜くとさは、必要なファ 
クスを送信または印刷しておいてください。 


メモリになをされているファクスの一覧を印刷する 


メモ IJ に保存されているファクスの一覧（原稿リスト）を印刷でをます。一覧には、送受信した 
ファクスの受付番号、通信モード、相手先や枚数、日付、送受信したとをの時刻び印刷されます。 
メモ IJ に保存されているファクスを印刷したり削除したりするときは、受付番号を指定します。 

1 ファクスメニュー画面を表示させる今 P . 1巨 

1 メモ II 照を画面を表示させる 


哥 フア^ スパニユー 

固耐 
圆 IJP ' I 回！;^画 


ベモリ膀会 


ぺモ U にな巧されてし、る 
原搞 IJ ス h やお定原稿を 
巧刷した y、 削除でぎます 


[◄] か [►] で〈メモ U 照会〉を選び、 
[0 K ] を巧しまず。 


原稿リストを印刷する 


を ‘ W 口順を 

原稿 U ス['印刷: 
巧疋巧柄 tlJ 刷 
お定原箱削除 


[▲] か [▼] で〈原稿リスト印刷〉を還 
び、 [0 K ] を巧しまず。 


n レポー トを印刷して 
いいですむ)？ 


参考 


[▲] か [▼] で、〈はい〉を還び、 [0 K ] 
を巧しまず。 

送受信したファクスの一覧が印刷されます。 


♦ メモリに何も保存されていないときは、くメモ U に照会する原稿がありません> と表をされ、元の画面に戻ります。 
♦ 手順2の操作でくレポート/リスト印刷 > を選んで〈原稿リスト）か6も印刷できます。 ^P.7 日 


フアクスを送信しよう 
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メモリになををれているファクスを印刷、削除する 



ベモリ 


フアクスを送信しよラ 
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0 [ OK ] を巧します。 

〇最初のぺージだけを印刷するときは、 [▲] か [▼] で〈はい〉を選び、すべてのペー 
ジを印刷するとをは、〈いいえ> を選びます。 

n 先頭バージのみ 
巧則します灯？ 



©続けて別の原稿を印刷するときは、手順0に戻り、終了するときは、手順4に進み 
ます。 

<指定原稿削除> を選んだとま： 

0 [ OK ] を巧します。 

0テンキー、または[▲]、[▼]、[◄]、[►]で、削除したいファクスの受付番号を指 
定します。 

受付番号びわか5ないとさは、原稿 IJ ストを印刷します。 ^ P . 已〇 

号指定原稿削お 

をなまち 

0002 


0 K *み定 


0 [ OK ] を巧します。 

〇 [▲] か [▼] で〈はい> を選びます。 

n おを原稿を 
削おします材？ 



いいス 

〈いいえ> を巧すとキャンセルされ、手順0の画面に戻ります。 

©続けて別の原稿を削除するときは、手順©に戻り、終了するときは、手順4に進み 
ます。 

4 原る]か[ストップ/リセット]を巧す 


フアクスを送信しよう 
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メモリに保ををれているファクスを確認する 


用紙びなくなったときや紙づまりび発生したとき、インクび少なくなったときなど、印刷されな 
かったファクスは、自動的にメモ U に保存されます。メモ U に保巧されているファクスを印刷し 
たり削除したりする前に、液晶モニターでファクスの情報を確認でをます。 

号指定原稿げ刷 

を巧を号 

0001 

この原稿は巧眉中です 


0 K ♦ホ定 


受付香号 

♦ 0001〜4999は、送信ファクスを指します。 

♦ 5001〜9999は、受信ファクスを指します。 

参考 

♦ 受付番号がわか5ないとさは、原稿 U ストを印刷します。 ^ P .5 日 
♦ ファクスの通信中には、「この原稿は通信中です」と表示されます。 


フアクスを議しよう 
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その他の送受信方法 


か線にダイヤルする 


本機を PBX (構内電話交換機）や他の電話交換システムに接続しているとをは、まずが線呼び出 
し番号をダイヤルしてか5、相手のファクス/電話番号をダイヤルしてください。 


一時的にプッシュ信号に切り替える 


銀行、航空券の予約、ホテルの予約などのプッシュホンサービスをダイヤル回線で利用するとさ 
は、プッシュ信号を使います。本機をダイヤル回線に接続しているときは、一時的にプッシュ信 
号に切り曾えてください。 

1[フアクス]を巧す 

1 [オンフック]を巧す 

本機を電話機に接続しているときは、受話器を取っても操作できまず。 

0 テンキーで、サービス巧の電話番号を入力する 

^ 録音音青のメッセージび聞こえた6、[トーン（レ])]を巧して、プッシュ 
(卜ーン）信号に切り替える 

手順2の操作で、[オンフック]を巧した場合、相手と会話をするとさは、受話器を取っ 
て < ださい。 

5 メッセージにしたびって、テンキーで番号を入力する 
6サービスの利用びおわった6、[オンフック]を巧すか、受話器を戻す 


ECM 方式で送受信する 


本機は 、 ECM (自動誤り訂正モード）方式で送受信するように設定されています。送信側と受信 
側で送受信状態を確認し合いなび5通信を行い、回線のトラブルなどによるエラーを自動的に訂 
正します。 

夕をち 

♦ 送信側または受信側のファクスび ECM に対応していないときは、標準モードで送受信されまず。 

♦ ECM 方式で送受信しないよラに設定することもでさます。 ^ P .71 


フアクスを謹しよう 
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ファクス受信の流れ 


ここでは、本機でファクスを受信するまでの主な操作の流れについて説明します。 


Step 7 


用紙をセツトする 

『操作 ガイド（本巧 操作編)』 の r 用紙をセツトする J 


夕参ち 

♦ A 4、 レターサイズ、 IJ - ガルサイズの用紙をセットしてくださし、。 

• IJ - ガルサイズの用紙は、才ートシートフイーダにセットしてくださし、。 


Step 2 

受信方法を遣}只する 

• ファクスだけを受けたい、ファクス専用の電話回線がある 
〈自動受信〉 P.57) 

• ファクスよりも電話のほうがをい、ファクスは手動で受信した 
し、 

〈手動受信〉 P.57) 

• 電話のとさは留守番電話が応答し、ファクスのとさは自動的に 
受信したい 

〈留守番電話接続〉（斗 P. 己 8) 

• 自動的にファクスと電話を切り替えたい 
〈FAX/TEL 切り替え〉い P. 己 8) 


夕参考 


• 手動受信モードや FAX / TEL 切り替えモードに設定ずる場合は、外付け機器接続部に電話機を接続ずる必要びありま 
す。 

♦ 留守番電話接続モードに設定する場合は、外付け機器接続部に留守番電話機を接続する必要があります。 


フアクスを受信しよラ 
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用紙のサイズと種類について 


本機で受信したファクスを印刷するときは、 A4、 レターサイズ、またはリーガルサイズの普通紙 
をオートシートフィーダまたはカセットにセットしてください。 

♦ リーガルヴイズの用紙は、オートシートフィーダにセットしてください。 

♦ [給紙切替]で設定した給紙箇所に A4、 レターサイズ、または U —ガルヴイズ攻外の用紙がセットされていると、 
く用紙ヴイズを確認してに。を押してください> と表をされます。設定した給紙箇所の用紙を A4、 レターサイズ、 
またはリーガルヴイズに変更して [0K] を押してください。なお、カセットか5用紙を給紙する場合、セットでき 
る巧紙サイズは、 A4 またはレターサイズのみです。 

♦ 用紙ヴイズびく A4〉、 くレターヴイズ〉、またはく U —ガルヴイズ> 拭外に設定されている場合、および用紙の種類が 
く普通紙〉似外に設定されている場合は、出力されずく代行受信しました用紙を変更してください A4/LTR/LGL 普 
通紙〉と表示されます。用紙ヴイズおよび巧紙の種類を変更して [OK] を押してください。用紙/設定画面の変更 
方法については、「巧紙/設定画面を変更する」 （P.11) を参照してください。 

♦ カセットか5用紙を給紙ずる場合、巧紙サイズは <A4> またはくレターヴイズ〉のみ設定できます。くリーガルヴ 
イズ> は設定できません。 

♦ 2つの給紙箇所にセットされている用紙のヴイズが A4 またはレターサイズで、2つの給紙箇所の用紙のヴイズと 
種類が同じ場合、自動連続給紙が行われます。 

ぷ参ち 

相手び A3 や B4 など、 A4 よりも大きいヴイズの原稿を送信した場合、相手先のファクス機が自動的に縮小、分割、ま 

には一部分 （A4 の範囲）だけを送信することびあります。 


フアクスを受信しよう 
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ファクスを受信ずる 


受信モードについて 


本機には4つの受信 モー ドびあります。お使いの用途に合わせて受信 モー ドを選んでください。 


•重要 


♦ 本機は電源び入っていないとファクスを受信することができません。[電源]を押して電源を入れてください。 

♦ 本機はナンバーディスプレイに巧応していません。ナンバーディスプレイ巧応の電話機を使用する場合、本機には何 
も表示されません。 

♦ ナンバーディスプレイを使用する場合は、受信モードを〈手動受信〉またはく留守番電話接続> に設定し、ナンパー 
ディスプレイ対応の電話機を接続する必要があります。 

夕参ち 

コピーモード（[コピー]を巧したあとの状態）、ファクスモード（[ファクス]を巧したあとの状態）、スキャンモード 
([スキャン]を押したあとの状態)、メモリーカードモード（[メモ u— カード]を押したあとの状態）のどのモードで 
ちファクスを受信することがでさます。ただし、ファクスモード政外のモードのときにファクスを受信した場合は、す 
ぐにファクスを印刷せず、約3分後に自動的に印刷されます。受信したファクスをすぐに印刷したい場合は、[ファク 
ス]を f 甲すと印刷されます。 

■ファクスだけを受けたい、ファクス専用の電話回線びある 
1 < 自動受信> を 選ぶ 

ファクスを受信する場合： 本機び自動的に受信します。 

電話の場合： 電話を受けることはでをません。 

ぶをち 

ファクスのときは、呼び出し音は鳴りません。呼び出し音を鳴！5したいときは、本機に電話機を接続して、〈着 
信呼び出し> を〈する> に設定します。 ^P.71 

また、呼び出し音を鳴！5す回数も設定できます。 ^P.71 

■ファクスよりら電話のほラびをい、ファクスは手動で受信したい 
1 < 手動受信> を 選ぶ 

ファクスを受信する場を： 呼び出し音び鳴ります。受話器を取って、「ピー」という音び 

聞こえた5、本機の[カラースタート]または[モノク□ス 
タート]を巧して、ファクスを受信します。 

電話の場合； 呼び出し音び鳴ります。受話器を取って、相手と会話をしま 

す。 

リモート受信をする場合； 本機び離れた場所にあるときは、受話器を取って、2已 （U 

モート受信 ID ) をダイヤルするとファクスを受信します。 


フアクスを受信しよう 
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夕参考 

♦一定の時間呼び出し音を鳴5したあと、自動的にファクスを受信することびでをます。 ^P.71 
♦ U モート受信をしないよラに設定でさまず。また、 U モート受信 ID は変更できます。今 P.72 
♦ 本機に留守番電話を接続しているときは、留守番電話を操作するための暗証番号がリモート受信 ID と同じ番 
号になっていることがあります。この場合は、リモート受信I□の番号を変更してください。 ^P.72 
♦ 用紙がセツトされていない場合は、受信待機状態になります。 


■電話のとをは留守巧電話び応答し、ファクスのとをは自動的に受 
信したい 

1 <留守を電話接続> を選ぶ 

ファクスを受信する場を； はじめに本機に接続した留守番電話び応答し、そのあと本機 

び受信します。 

電話の場合： 本機に接続した留守番電話び応答します。 


■ 留守ま電話を設定する 

留守番電話は、次のよラに設定します。 

• 呼び出し音が1回か2回鳴ったところで応答ずるように設定してください。 
• 応答メッセージの長さは1已秒1ツ内にしてください。 

• メッセージでは、ファクスの送信方ミちを説明してください。 


■ 自動的にファクスと電話を切り替えたい 
1 < FAX / TEL 切り替え> を 選ぶ 

ファクスを受信する場合： 本機び自動的に受信します。 

電話の場合： 呼び出し音び鳴ります。受話器を取って、相手と会話をしま 

す。電話機によっては呼び出し音び鳴5ない場合びあります。 

夕参ち 

ファクスのとさは、呼び出し音は鳴りません。呼び出し音を鳴!5したいとさは、本機に電話機を接続して、〈着 
信呼び出し〉を〈ずる〉に設定しまず。 4P.71 

また、呼び出し音を鳴らず回敎を設定でさまず。 ^P.71 


■ FAX / TEL 切り替えモードの詳細設定 

FAX/TEL 切り替えモードでは、相手か5の呼び出しに巧して、本機がどのように対応するかを細か 
く設定できます。着信がファクスか電話かを判断するための時間、着信が電話だったときは、呼び出 
し音を鳴 S す時間、設定した呼び出し時間が経過したあとの本機の対応を設定することがでさます。 

ぶ参ち 

設定については、 「FAX/TEL 切り曽え」 （P.71) を参照してください。 


フアクスを受信しよう 


58 


フアクスメニュー画面を表示をせる今 P . 16 


受信モード設定画面を表示させる 


ファクスツ!ニュ- 


受盾モード設定 


を ft モードを設定でまます 


[◄] か [►] で、〈受信モード設定 > を 
還び、 [0K] を巧しまず。 


受信モードを選ぶ 


百を信モード設定 

FAX / TEL 切 y 替る 
白動を盾 
丰岛受信 
留守番を話接病 


[▲] か [▼] で、受信モードを選び、 [0K] 
を巧しまず。 


ぶをち 

各受信モードについては、「受信モードについて」 （ P . 己 7) を参照してください。 
受信 モー ドび液晶 モニターに 表示されます。 


靑ファクス 

s= 


11/04り：54 


画質：巧華 
か、 A 4 

^巧巧が 


く FAX/TEL 切 y 替ろ > 


フアクスを受信しよラ 








受信を中止する 


[ストップ/リセット]を巧して、液晶モニターの表示にしたびってください。 


メモ IJ で受信する 


ファクスを受信中にインクび少なくなったとき、用紙サイズの設定び正しくないとを、または用 
紙の種類び普通紙 L ソ州こ設定されているときは、自動的にメモ U に保存され、〈代行受信しまし 
た〉などのメッセージび表示されます。メモ U に保をされたファクスは、インクタンクを交換し 
たあと、用紙サイズまたは用紙の種類を正しく設定し直したあとに自動的に印刷されます。 

ぶをち 

♦ 本機のメモリには、約2已〇ページ分*のファクスが保存できます。 

♦ メモリげいっぱいになると、残りのページは受信できません。メモリに保存されている原稿を印刷または削除してか 
ら、 相手先に連絡して、もラー度送信しても5ってください。 

* キヤノン FAX 標準チャートN0.1(標準モード）使用時 


フアクスを受信しよう 
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困つたとをには 

本機を使用中にトラブルが発生したときの対処方法について説明しまず。 

ぶをち 

ここでは、ファクスを使用しているとをに発生しやずいトラブルや液晶モニターに表おされるエラーメッセージを中む 
に説明しまず。該当ずるトラブルが見つか!5ないときには、 r 操作ガイド（本体操作編)』、 r 操作ガイド（バソコン操作 
編)』、または電子マニュアルを参照してください。 

♦ モ期せず電源が切れたとさ （^ P .61) 

♦ ファクス受信のトラブル （^ P .62) 

ファクスが受信されない （^P. 目 2) 

印刷されない P.62) 

ファクスを自動的に受信できない（今 P.63) 

電話とファクスの受信が自動的に切り曽わ！5ない P.63) 

受信したファクスの画質が悪い （^P.63) 

受信時にたびたびエラーが発生する P.63) 

♦ ファクス送信のトラブル （^ P .64) 

ファクスを送信でをない （^P. 目 4) 

されいにファクスが送信できない（今 P.6 己） 

送信時にたびたびエラーが発生する P.6 目） 

♦ 電話しよラとしたが （^ P .6 曰） 

ダイヤルできない P. 目己） 

通話中に電話び切れてしまラ （^P.6 目） 

♦ 液晶モニターメッセージ （^ P .66) 

♦モ期せず電源び切れたとを 

停電や誤って電源コードをコンセントか5抜いてしまった場合は、本機で設定した日付と時間お 
よびメモ IJ に保存されていた原稿はすべて消えます。なお、ユーザデータやスピードダイヤルの 
設定は保持されます。電源び切れると、本機はじ(下のような状態になりまず。 

• ファクスの送受信やコピーはでをません。 

• 本機に電話機び接続されている場合、電話を受けることはできます。 

参電話をかけることびでさるかどうかは、電話機によって異なります。 


困つたとをには 
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♦ファクス受信のトラブル 


( フアクスび受信されない 

原因 •ぶ紙巧 • 


電源が入っていない 

♦ 電源が入っていないとファクスを受信できません。[電源]を巧して電源 
を入れてください。 

♦ 停電や電源コードを巧を差ししたあとは、[電源]を巧して電源を入れて 
ぐださい。 


メモ U がいつぱいになつている 

メモリに保巧されている原稿を印刷するか削除して （^P.50) メモリを空 
けてか5、もラー度送信してち5つてください。 


受信中にエラーが発生している 

♦ 液晶モニターのエラーメッセージを確認してください。 ^P.66 
♦ 通信管理レポートを印刷して、エラーび起をていないか確認してくだを 
し、。今 P.3 巨 


モジュラージャックケープルが正し 
く接続されていない 

電話回線は電話回線接続部へ、電話機（外付け電話、留守番電話、パソコン 
のモデムなどの周辺機器）は外付け機器接続部へ接続しているか確認してく 
ださい。^『かんたんスタートガイド（本体設置編)』 




適切な受信モードび設定されていな 
し、 


受信モードを確認し、お使いの用遂に適した受信モードを設定してくださ 
し、。 

ち!ファクス 11/0411：55 

S = 

画質：巧革 


か、 A 4 

一^巧巧が 

毎/- 



受信モード 

自動受信 P .57) 

手動受信 P .57) 

留守番電話接続 P .58) 

FAX / TEL 切0誓え （ W . 已 8) 


印刷されない 


) 


原因 


メモリに保巧され1 
けてか5、もラー g 


メモリがいつぱいになつている 


メモリに保巧されている原稿を印刷ずるか削除して （^P.50) メモリを空 
ちラー度送信してち5つてください。 


A4、 レター、またはリーガルながの 
用紙がセツトされている 


設定した給紙箇所に A4、 レター、またはリーガル 1U 列の用紙が設定されて 
いると、受信したファクスは印刷されず、メモリに保をされまず。設定した 
給紙箇所の用紙を A4、 レター、またはリーガルに変更し、用紙の種類を普 
通紙に設定して本機のにのを f 甲してください。リーガルの用紙は、才一 
トシー トフイーダにセツ 卜してぐださい。 




用紙がセツトされていない 

設定した給紙箇所に用紙がセットされていないと、受信したファクスは印刷 
されず、メモリに保存されまず。用紙をセットして本機の [OK ] を巧して 
くだをい。 


困つたとさには 
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受信モードが〈留守番電話接続〉また 
は 〈FAX/TEL 切り曽え〉になつてい 
ない 


受信モードを〈留守番電話接続〉か 〈FAX/TEL 切り曾え> に設定していな 
いと電話とファクスは自動的に切り曾わりません。〈留守番電話接続〉のと 
さは、本機に留守番電話を接続し、応答メッセージが正しく録音されている 
ことを確認してください。 


受信したフアクスの画質が悪い 


〈ECM 受信〉の設定が〈しない〉に 
なつている 


〈受信機能設定〉の 〈ECM 受信> を〈ずる> に設定してください。今 P.71 


送信側のファクスの原稿や読み取り 
部分がミちれている 


ファクスの画質は、主に送信側のファクス機によって巧まります。送信側に 
連結して、読み取り部分がミちれていないか確認しても5つてくだをい。 


回線の状態が悪いときに ECM 送受信 
していない、または送信側が ECM 巧 
応していない 


♦ 〈受信機能設定〉の <ECM 受信〉を〈ずる〉に設定してください。^ P.71 
♦ 送信側のファクスが ECM 送信をずるよラに設定されているか確認して 
ぐだをい。 

♦ 送信側のファクスが ECM に対応していないときは、エラーをチェック 
しない標準モードで受信されまず。 

♦ 受信スタートスピードの設定を遅くしてくだをい。 ^P.72 


受信時にたびたびエラーが巧をする 


電話回線や接続のが態がよく なし、 


受信スタートスピードの設定を遅くしてくだをい。^ P.72 

電話回線や接続の状態がよくないときは、受信スタートスピードを遅くずる 

と、エラーが解消をれることがありまず。 



対処方法 



電話とファクスの受信が自動的に切り替わ6ない 


受信モードび〈手動受信〉になっているときは、受話器を取って、[カラー 
スタート]または[モノク□スタート]を f 甲ずか、リモート受信 ID の番号 
をダイヤルしないとファクスを受信できません。 

ファクスが送5れてきたときに、自動的に受信したい場合は、受信モードを 
〈自動受信〉か〈留守番電話接続> か 〈FAX/TEL 切り曾え> に設定してく 
ださい。 ^P. 已日 

〈留守番電話接続〉のときは、本機に留守番電話を接続し、応答メッセージ 
び正しく録音されていることを確認してください。 


受信モードが〈自動受信>、〈留守番電 
話接続〉、または 〈FAX/TEL 切り替 
え> になつていない 


原因 


ファクスを自動的に受信でをない 


インクが少なくなったり、インクがなくなると、受信したファクスは印刷さ 
れず、メモリに保をされまず。インクタンクを交換い『操作ガイド（本体 
操作編)』）したあと、メモリか5印刷をおこなってください。 ^P.51 

夕をちファクスモードでファクスを受信していた場合は、インクタンク 
を交換したあと自動的に印刷び始まります。 


インクが少なくなつている、インクが 
なくなつている 


たとをには 
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送信側のファクスび正常に動作して 

送信側に連結して、ファクスが正常に動作しているか確認してち5つてくだ 

いなし、 

さい。 


♦ファクス送信のトラブル 


( フアクスを送信でをない 

_ ) 

原因 


電源が入っていない 

♦ 電源が入っていないとファクスを送信できません。[電源]を巧して電源 
を入れてください。 

♦ 停電や電源コードを巧を差ししたあとは、[電源]を f 甲して電源を入れて 
<ださい。 


メモリか5送信中 

メモリか6他の原稿び送信されていまず。他の原稿の送信が終了ずるまでお 
'待ちください。 


電話回線（モジュラージャックケーブ 
ル）が列付け機器接続部に接続をれて 
いる 

電話回線接続部に接続し直してください。（与『かんたんスタートガイド（本 
体設置編）』）送信できないとをは、電話回線に問題がありまず。電話会社、 
接続している TA (ターミナルアダプター）または電話アダプターのメーカー 
へ連結してください。 


電話回線の種類（プッシュ回線/ダイ 
ヤル回線）が正しく設定されていない 

電話回線の種類が誤っていてち、ファクスの受信はでをまず。受信できるの 
に送信でをないとさは、電話回線の種類を確認して設定を変更してくだを 
し、 〇 P.70 


〈ダイヤル!-ーン検知〉の設定が〈ず 
る> になつている 

時間をおいてか5再度、送信してくだをい。それでも送信できないとをは、 
〈ダイヤルトーン検知〉を〈しない> に設定してください。 


スピードダイヤルにファクス番号が 
正しく登録されていない 

スピードダイヤルを使用してダイヤルずるとさは、ファクス番号が正しぐ登 
録されているか確認してください。今 P.31 


送信中にエラーが発生している 

♦ 液晶モニターのエラーメッセージを確認してください。 ^P. 目6 
♦ 通信管理レポートを印刷して、エラーの巧客を確認してください。 

^P.36 


ADSL モデムを使っている 

電話回線の種類が自動的に正しく設定をれないことがありまず。手動で設定 
してください。 ^P.70 


発信音が聞こえない 

モジユラージヤツクケープルが正しく接続されているか確認して問題がな 
い場合は、電話回線に問題びありまず。電話を社に連絡してくだをい。 


原稿が正しくセツトされていない 

一度原稿を取り出し、原稿台ガラスまたは ADF (自動原稿給紙装置）に正 
しくセットし直してくだをい。^『操作ガイド（本体操作編)』 


液晶モニターに送信巧が表示をれて 
いる 

メモリか6他の原稿び送信されていまず。他の原稿の送信が終了ずるまでお 
'待ちください。 


プリンタエラーが発生している 

プリンタエラーを解除してくだをい。用紙がない場合は、用紙をセットして 
くだをい。 

お急ぎのときは、[ストップ/リセット]を巧ずことで、エラーを解除ずる 
前にファクスを送信ずることができまず。この場合、ファクス送信後にメモ 
リに保存されているファクスを印刷ずるためには、忘れずに[ファクス]を 
押してぐだをい。 


困つたとさには 
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( をれいにファクスび送信でをない 

原因 ■加:?|^ぷ— 


原稿が正しくセツトされていない、ま 
たは原稿台ガフス、原稿台カバーの雷 
側がミちれている 

♦ 一度原稿を取り出し、原稿台ガラスまたは ADF (自動原稿給紙装置）に 
正しくセットし直してください。^ r 操作ガイド（本体操作編)』 

♦ 原稿台ガラスまたは ADF (自動原稿給紙装置）を清掃したあとに原稿を 
セットし直してください。^『操作ガイド（本体操作編)』 


送信したい原稿に合わせて画質や濃 
度を調節していない 

本機の操作パネルで、セツトした原稿に合わせて画質（解像度）や濃度（明 
るさ）を調節してください。今 P.40 


原稿の裏表の向きが正しくセットさ 
れていない 

原稿台ガラスにセットずるときは、ファクスずる面を下にしてください。 

ADF (自動原稿給紙装置）にセットずるときは、ファクスずる面を上にして 
くだをい。 


厚い原稿（最大吕〇 mm) やカールし 
ている原稿をファクスしよラとして 
いる 

原稿台カバーを手で巧さえて読み込んでくだをい。 


( 送信時にたびたびエラーび巧をする ) 

原因 


電話回線や接続の状態がよくない 

送信スタートスピードの設定を遅くしてくだをい。^ P.71 


電話回線や接続の状態がよくないときは、送信スタートスピードを遅くずる 


と、エラーが解消をれることがありまず。 

♦電話しよラとしたび 

C ダイヤルで宝ない ) 

原因 

■ぶ抓ぶ • 

モジュラージャックケープルが正し 

モジュラージャックケープルが正しく接続されているか確認してください。 

く接続されていない 

今 『かんたんスタートガイド（本体設置編）』 


電話回線の種類（プッシュ回線/ダイ 

電話回線の種類を確認し、設定を変更してください。 今 P.70 

ヤル回線）が正しく設定されていない 



C 通話中に電話び切れてしま5 ) 

原因 

•ぶ! U ぶ • 

電話線、電話機（が付け電話、留守番 

電話線、電話機（が付け電話、留守番電話、パソコンのモデムなどの周辺機 

電話、パソコンのモデムなどの周辺機 
器）がしつかり差し込まれていない 

器）がしつかり差し込まれていることも確認してください。 


困つたとをには 
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♦液晶 モニターメッセー シ 


メッセージ •加！！!扇 


このグループダイヤルは使えません 
短縮### 

[オンフック]が巧された状態で、グループが登録されている短縮ダイヤル 
び巧をれました。 

この状態では、グループが登録をれている短縮ダイヤルは使用できません。 


このグループダイヤルは使えません 
ワンタッチ## 

[オンフック]が巧された状態で、グループが登録されているワンタッチタ’ 
イヤルが巧されました。 

この状態では、グループが登録されているワンタッチダイヤルは使用できま 
せん。 


受話器を置いてください 

外付け電話機の受話器が列れていまず。 

受話器をきちんと戻してください。 


モノク□でを信して<ださい 

送信巧のファクスがカラーの送受信に対応していないファクスでず。 

[モノクロスタート]を巧して送信し直してくだをい。または、〈カラー送信 
処理〉を〈モノク□で送信〉に設定してくだをい。 ^ P .71 


接続に失敗しました 

モジュラージャックケープルが正しく接続されていないか、または〈ダイヤ 

J レトーン検知〉が〈ずる> に設定されていまず。 

ケープルが接続されていることを確認し、時間をおいてか5再度、送信して 
くだをい。それでも送信できないときは、〈ダイヤルトーン検知> を〈しな 
し、〉に設定してください。 


巧巧受信しました 

用紙サイズまたは用紙の種類の設定が正しくないか、インクが少なくなって 
いるかインクびなくなっているため、受信したファクスを印刷できず、メモ 
リに保存しました。 

用紙の設定を変更（今 P .1 1)、またはインクタンクを交換『操作ガイド 
(本体操作編)』）したあと、メモリか5印刷をおこなってください。•己1 


メモ U がいつぱいでず 

枚数がをい原稿、内容が細かい原稿を受信したため、メモリがいっぱいに 
なっていまず。 

相手巧に連結し、分割して送信し直しても6ってください。 


用紙ヴイズが違いまず設定をれて 
いるヴイズを変更してください 

用紙サイズが 〈 A 4>、 〈レターサイズ〉、または〈リーガルサイズ> な外に設 
定されています。 

用紙を変更してくだをい A 4/ LTR / 
LGL 普通紙 

用紙/設定画面で用紙ヴイズを設定し直してください。オートシートフィー 
タカ、目給紙ずる場合は、 < A 4 X 〈レターサイズ〉、または〈リーガルサイズ> 

1 — 巧巧1 ホサ +1+7,1, k わ\に<5^化サス f 昼么 / A / i \ ホ t *— 1寸 い,々 —++ y 

用紙を変更してください A 4 /LTR 
普通紙 

(し d 3 リ E レホ9 〇の "G ソ n 口、りホロ^^9々巧口 1み、\/\4■クす/し1み\レゾブイ 

ズ〉に設定しまず。 


「##」は2巧の数字を表します。 


困つたとさには 
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ファクス設定を変更ずる 

ここでは、送信するファクスの発信元情報を設定する操作を例に、ファクス設定画面の設定変更 
の手順について説明します。 

1 ファクスメニュー画面を表示させる今 P . 1巨 

1 ファクス設定画面を表示させる 




3 メニューを選ぶ 
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曰は/時别設定 
曰はま示がす 
つ一 けち/ TFI 皆巧 I 
発信 


习■ソソシフ尸つ一厶 

音量調を 


0 K ♦決定 


[▲] か [▼] でメニューを還び、 [0 K] 
を巧しまず。 

例：〈発信元記録位置〉を選びます。 



W 発信元記録な置 



函衝のやになける 


[▲] か [▼] で設定項目を還び、 [0 K] 
を巧しまず。 

例：〈画像のかに付ける〉を選びまず。 


刊 FAX/TEL7 —ク 



68 












フアクス設定 

設定を変更ずる前に、ユーザデータリストを印刷すると、現在の設定を確認できます。詳しくは、 
r ユーザデータリスト J ( P .37) を参照してください。 


受信モード設定 


■ FAX / TEL 切 D 替え 

受信モードを 「FAX/TEL 切り替え」に切り曾えます。 

■ 自動受信 

受信モードを「自動受信」に切り替えます。 I 

■ 手 ii 受信 ■ 

受信モ-ドを「手動受信」に切り替えます。 I 

■ 留巧を電話接続^ 

受信モードを「留守番電話接続」に切り替えます。 ^ 


メモ U 照を 


■ 原稿 U スト 印刷 

メモリ内のファクスを IJ ストにして印刷します。 

■ 指定原稿 EP 刷 

メモ U 内のファクスを印刷します。 

<巧頭ぺージのみ印刷しまずか？ >印刷するぺージを設定しまず。〈はい〉を還ぶと、最初のページの 

みが印刷され、〈いいえ〉を選ぶと、すべてのページが印刷されまず。 

■ 指定原稿削除 

メモ IJ か S ファクスを削除します。 


レポート/リスト印刷 


■ 通信管理 レポート 

通信管理レポートを印刷します。 

■ 電話ま号 U スト 

ワンタッチダイヤル ワンタッチダイヤル電話番号I」ストを印刷します。 

短縮ダイヤル 短縮ダイヤル電話番号 IJ ストを印刷しまず。 

<ち前順に印刷しまずか？ > U ストの並び順を設定します。〈はい〉を選ぶと名前の已〇割眞（アル 

ファベット順）で印刷され、〈いいえ〉を還ぶと、ダイヤルI」ストのま 
号順で印刷されまず。 

グループダイヤル グループダイヤル電話番号 U ストを印刷しまず。 


■ ユーザデータ U スト 

ユーザデータ IJ ストを印刷します。 
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■ 原稿リスト 

メモリ内のファクスをリストにして印刷します。 


電話番号登録 


■ ワンタッチダイヤル 

ワンタッチダイヤルを登録しまず。 

■ 短縮ダイヤル 

短縮ダイヤルを登録します。 

■ グルー プダイヤル 

グループダイヤルを登録します。 

ち前 名前を登録します。 

メンバ ワンタッチまたは短縮の番号を登録します。 


基本設定 


■ 曰付/時刻設定 

現在の日付/時刻を設定します。 

■ 日付表示お式 

液晶モニター、または送信ファクスに印刷される日付の表おお式を選びます。 

表おお式には、〈年/月/曰〉、〈月/曰/年〉、〈曰/ち/年〉の 3 おりがありまず。 

■ ユーザち/ TEL 登録 

送信ファクスに印刷される名前、ファクス/電話番号を登録します。 

■ 発信元記録位置 

ファクスの各ぺージのいちばん上に印刷される送信者名などの情報の位置やマークを設定します。 
発信元記録位置 発信元情報を印刷する位置（画像領域の外または画像領域の内）を選びます。 
FAX/TEL マー ク 発信元情報のファクス/電話ま号の前に付けるで字を選びまず。 

■ オフフックアラーム 

電話機の受話器が外れているとき、警告音を鳴 S すかどラかを選びます。 

■ 音量調整 

ダイヤル中の音を調整します。 

■ 回線種別自動 

本機に接続されている電話回線の種類を自動で判別します。〈指定〉を選ぶと電話回線の種類を選択で 
さまず。 

■ 通信管理レポート 

20 件の通信ごとに、自動的に通信管理レポートを印刷するかど 5 かを選びます。 



送信機能設定 


■ ECM を信 

ECM 送信するかどうかを設定します。 

■ ポーズ時間設定 

[ U ダイヤル/ポーズ]を巧して指定ずるポーズ1つ分の長さを設定します。 

■ 自動リダイヤル 

自動的に U ダイヤルするかど5かを選びます。 

リダイヤル回巧 何回 U ダイヤルするかを指定します。 

リダイヤル聞 原 ダイヤルしてか6次に U ダイヤルするまでの間隔を指定します。 


■ を信スタートスピード 

ファクスの送信スピードを選びます。 

■ カラーを信処理 

ADF (自動原稿給紙装置）を使って、カラーで送信する場合、送信先のファクスが、カラーに対応し 
ていないとをは、自動的に白黒に変換して送信するかどうかを選びます。 


■ を信結まレポート 

送信したあとに、自動的に送信結果レポートを印刷するかどうかを選びます。 

を信原稿 〈エラー時のみ印刷〉または〈送信ごとに印刷〉を選んだとさは、送信ファクス 

の最初のページをレポートの下に印刷するかどラかを選びます。 


■ ダイヤルトーン巧知 

発信動作と着信動作が重なったとさ、ファクス誤送信を防止します。〈する〉を遇んだとき、本機がダ 
イヤル I ン音を確認してか6発信します。 


受信機能設定 


■ ECM き信 

ECM 受信するかどうかを設定します。 


■ FAX / TEL 切0替え 

受信モードを 〈 FAX / TEL 切り替え〉に設定しているときは、詳細を設定でさまず。 

呼び出し開巧時間 着信がファクスか電話かを本機が判断するための時間を指定します。 

TEL 呼び出し時間 電話のとき、何秒呼び出し音を鳴 S すかを指定します。 

呼び出しをの動作 設定した呼び出し時間が経過したあと、ファクスを受信するかどうかを選 

びまず。 

■ 着信巧び出し 

自動受信モードまたは FAX / TEL 切り替えモードで、呼び出し音を鳴5すかどうかを選びます赃び 
出し音を鳴6すには、電話機を本機に接続しておく必要があります）。 

呼び出し回巧 〈ずる〉を選んだとさ、何回呼び出し音を鳴5ずか指定しまず。 


■ 自動受信切り替え 

手動受信モードまたは留守番電話接続モードのとき、一定の時間呼び出し音を鳴6したあと、自動的 
にファクスを受信するかどうかを置びます。 

受信開始時間 〈ずる〉を選んだとさ、自動受信を開始するまでの時間を指定します。 



■ u モート受信 

U モート受信ができるよ5にするかどラかを還びます。 

リモート受信 ID 〈ずる〉を選んだとさ、 U モート受信のを変更できます。 

■ 受信画像縮ル 

セツトした用紙サイズにおさまるように、受信ファクスを自動的に縮ルするかどうかを還びます。 
画像縮ル方向 くする〉を選んだとさ、縮ルずる方向を選びまず。 

■ 受信スタートスピード 

ファクスの受信スピードを選びます。 

■ 受信結ま レポート 

受信したあとに、自動的に受信結果レポートを印刷するかどうかを選びます。 
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仕樣 


ファクス仕様 

運巧回線 

加入電話回線 （ PSTN ) 

直流巧抗帽 

約31 in 情話回線の抵巧値の合計が1700 n を超える場合など、電話回線 
や地域などの条件によっては通信でさないことびありまず。このよラなとをは、 

ご使用の電話回線施設会社にご相談ください。） 

互換性 

G 3/ スーパ ー G 3 (白黒、カラー FAX ) 

データ圧瓶システム 

MH 、 MR 、 MMR、JPEG 

モデムの種類 

ファクスモデム 

モデム速度 

33600/31200/2扫800/2640日/24日日0/21600/1 9200/1680日/ 
14400/1 2000/9600/7200/4800/2400 bps 
自動フォールバック 

電送速度 

♦ 白黒原稿：約3秒/ぺージ （33 .日 kbps )、 ECM - MMR 、 メモリか5送信 
(キヤノン FAX 標準チャート N 0.1標準モード使用時） 

♦ カラー原稿：約1分20秒/ぺージロ 3.6 kbps )、 ECM - JPEG 、 メモリ 
か5送信（キヤノンカラーファクステストシート使用時） 

読み取0画像処埋 

♦ 八ーフ1-ー ン： グレー2已日 P 皆調 
♦ 濃度調整： 3段階 

メモり 

送受信：約2已〇ページ（キヤノン FAX 標準チャート No . l 標準モード使用 
時） 

ファクス脏像度 

• 白黒〈標準〉： 8 pels/mm x 3.851 ines/mm 
• 白黒〈ファイン X 〈写真〉： 8 pels/mm X 7.7 lines/mm 
♦ カラー: 200 X 200 dpi 

ダイヤル 

♦ 自動ダイヤル 

ワンタッチダイヤル （8 件） 

短縮ダイヤル （10 日件） 

グループダイヤル（最大107件） 

♦ 通常ダイヤル（テンキー使用） 

♦ 自動リダイヤル 

♦ 手動リダイヤル（[リダイヤル/ポース’]使巧） 

その他の煤能 

♦ 同報送信（最大1日9件） 

♦ 自動受信 

♦ FAX / TEL 自動切り曾え 

♦ 電話機によるリモート受信（初期設定のリモート受信の： 25) 

#着信音なしの受信 

♦ ECM の有効 

♦ 通信管理レポート （20 通信ごとに印刷） 

♦ エラー送信レポート 
♦ 発信元情報 


電話仕様 

接続 

電話機/留守番電話 （ CNG 信号）/データモデム 
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参キヤノン pixus ホームぺージ canon.jp/pixus 

新製品情都、 Q & A 、 各種ドライバのバージョンァップなど製品に関する情都を提供しております。 

※通信料はお客様のご負担になります。 


参キヤノンお客様ネ目談センター 

PIXUS •インクジ I ツト複合機に関するご質問-ご相談は、下記の窓口にお願いいたします。 

キヤノンお客様相談センター 

050-555-90015 

年賀状印刷専用窓口 

050-555-90019 (受付期間：11/1〜 1/15) 

【受付時間】く平日> 9:00〜20:00、〈±日ネ兄日> 10:00-17:00 りパィ/ 3 は体ませてし、ただきます) 

※上記を号をご利用いただけない方は 043-211-9631 をご利用ください。 

《I P 電話をご利用の場合、プロバイダーのサービスによってつながらない場合があります。 

※受付時間は予告なくを更する場合があります。あらかじめご了あください。 



本傑でほ用でをるインクタンクま号は、な下のちのでず。 


7 e 


BCI-7eBK 


9 


PGBK 


7 e 


7 e 


7 e 


BCI-7eC 


※インクタンクの交換については、『操作ガイド（本体操作編)』の「インクタンクを交換する」をお読みください。 

紙幣、有価証券などを本機で印刷すると、その印刷物の使用如何に拘わらず、法律に違反し、罰せ5れます。 
関連法律：刑法第148菜、第149条、第162条/通貨及証券模造取締法第1条、第2菜等 

m 再生紙を使用しています。 

Canon 


QT 5-0233- V 05 


©CANON INC . 2006 


PRINTED IN THAILAND 


















